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6
月
1
日
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
広
島
に
お
い
て
、
第
6
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

広
島
東
税
務
署
長
、
中
国
税
理
士
会
広
島

東
支
部
長
ほ
か
多
数
の
来
賓
と
会
員
が
出
席

し
て
議
案
2
件
を
審
議
し
、
満
場
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。
ま
た
、
3
件
の
報
告
事
項
が
な

さ
れ
た
。

　

本
年
は
、
こ
の
通
常
総
会
を
も
っ
て
、
理

事
1
名
、
監
事
1
名
が
退
任
さ
れ
た
た
め
、

新
た
に
2
名
を
選
任
し
、
公
益
法
人
化
6
年

目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
後
の
事
業
活
動
は

さ
ら
に
公
益
性
を
高
め
た
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
と
野
坂
会
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
税

〈
組
織
委
員
長
〉
妻
﨑
博
之　

㈱
広
島
銀
行

〈
監　
　

事
〉
中
村
琢
也　

広
島
信
用
金
庫

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営
者
の
団

体
と
し
て
幅
広
く
活
動
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

　

そ
の
主
な
事
業
は
、
税
制
、
税
務
に
関
す

る
説
明
会
や
講
演
会
の
開
催
、
小
学
校
へ
の

租
税
教
育
の
推
進
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と

し
て
会
員
を
は
じ
め
、
一
般
企
業
や
市
民
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
の
実
施
な

ど
公
益
性
を
高
め
、
ま
す
ま
す
推
進
す
る
こ

と
と
し
た
。
続
い
て
功
労
者
表
彰
、
来
賓
の

祝
辞
の
後
、
閉
会
。
席
を
移
し
て
の
懇
親
会

で
は
、
歓
談
に
華
が
咲
い
た
。

　

審
議
事
項
及
び
報
告
事
項
は
次
の
と
お

り
。

【
審
議
事
項
】

　

１　

平
成
27
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

　

２　

理
事
1
名
、
監
事
1
名
選
任
の
件

【
報
告
事
項
】

　

１　

平
成
27
年
度
事
業
報
告

　

２　

平
成
28
年
度
事
業
計
画

　

３　

平
成
28
年
度
収
支
予
算
書

税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
る

　
　

  

経
営
者
の
団
体
と
し
て
幅
広
く
活
動
す
る
こ
と
を
確
認

第
６
回 

通
常
総
会
開
　

催

■
６
月
１
日　
　
■
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

議長を務める
　野坂会長

新
任
役
員

●

平成28年度  第1回理事会 開催
　4月20日広島商工会議所において第1回理事会が開催された。
平成27年度事業報告及び決算承認等のほか、第6回通常総会提
出議案や功労者表彰について審議した。
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功
労
者
表
彰

　

６
月
23
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
広
島
に
お
い
て
、
広
島
東
税
務
署
・
中

国
税
理
士
会
広
島
東
支
部
・
取
扱
保
険
会
社

三
社
か
ら
ご
来
賓
を
多
数
お
招
き
し
、
三
者

連
絡
協
議
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
会
員
増
強
月
間
は
例
年
９
月
か
ら

12
月
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
は
６
月
か

ら
12
月
と
時
期
を
早
め
充
実
さ
せ
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
の
新
規
加

入
目
標
は
２
６
２
社
と
し
、
関
係
機
関
へ
の

◆
全
法
連
功
労
者
表
彰

青
野　

重
信　

㈲
広
美
モ
ー
タ
ー
ス

今
西　

寛
文　

㈱
今
西
製
作
所

◆
県
連
会
長
表
彰

小
野
木
哲
也　

㈱
ヒ
ロ
コ
ー

田
戸　

孝
雄　

㈱
京
屋
仏
檀
店

福
田　

寿
文　
㈱
フ
ク
ダ
グ
ロ
ー
バ
ル
建
築
設
計

　

公
益
社
団
法
人
広
島
東
法
人
会

会
員
増
強
功
績
者　

◆
感
謝
状
贈
呈
者

〈
中
国
税
理
士
会
〉

坂
吉
英
利
、
菅
坂
典
子
、
通
堂
泰
幸
、
灘
博

明
、
松
本
深
雪
、
山
中
正
敏
、（
以
上
、
中

国
税
理
士
会
広
島
東
支
部
）

〈
取
扱
会
社
〉

《
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
》

大
島
か
お
り
、
大
塚
京
子
、
小
﨑
郁
子
、
西

田
理
恵
、
松
浦
優
、（
以
上
、
推
進
員
）

《
Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
株
式
会
社
》

小
林
康
宏
・
ガ
ッ
ツ
㈱
、
古
家
野
貴
広
・
沼

田
勝
行
・
古
森
英
樹
・
前
岡
寛
紀
（
以
上
、

広
島
支
店　

営
業
三
課
）

《
ア
フ
ラ
ッ
ク
》

川
越
準
次
・
広
島
総
合
支
社
支
社
次
長

◆
功
績
者
表
彰

〈
公
益
社
団
法
人　

広
島
東
法
人
会
〉

青
木
祥
典
・
㈲
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
、
淺
田
慶
子
・

山
陽
空
調
工
業
㈱
、
石
井
智
子
・
㈱
二
葉
、

石
井
正
博
・
東
広
島
食
糧
（
企
）、石
木
静
都
・

日
成
プ
ラ
ン
ト
㈱
、
市
川
順
一
・
市
川
物
産

㈱
、
市
原
洋
三
・
Ｔ
＆
Ｔ
タ
ウ
ン
フ
ァ
ー
マ

㈱
、
榎
本
暢
之
・
㈲
エ
ノ
モ
ト
、
岡
田
豊
・

㈱
大
野
石
油
店
、
岡
本
泰
彦
・
三
井
不
動
産

リ
ア
ル
テ
ィ
中
国
㈱
、
小
川
嘉
彦
・
㈱
い
と

や
、
奥
芝
隆
・
三
吉
屋
食
品
㈱
、
越
智
基
浩
・

広
越
㈱
、
香
川
基
吉
・
㈱
福
屋
、
岸
田
洋
美
・

㈱
中
栄
、
草
本
健
資
・
㈱
広
島
ホ
ー
ム
テ
レ

ビ
、
河
野
則
秀
・
下
岸
建
設
㈱
、
實
田
泰
之
・

㈱
ジ
ツ
タ
中
国
、清
水
秀
樹
・
㈲
Ｆ
．Ｐ
．ワ
ー

ク
ス
、
下
岸
俊
夫
・
下
岸
建
設
㈱
、
下
岸
宏

靖
・
下
岸
建
設
㈱
、
新
谷
美
千
代
・
㈱
Ｒ
Ｉ

Ｚ
Ｅ
、
髙
田
諭
・
㈲
た
か
た
屋
、
高
田
泰
典
・

㈱
タ
カ
タ
、
竹
下
善
和
・
㈱
第
一
電
話
、
田

中
秀
和
・
田
中
電
機
工
業
㈱
、
堂
河
内
和
美
・

㈱
Ａ
Ｍ
Ｓ
、
德
納
剛
・
福
德
技
研
㈱
、
中
岡

弘
夫
・
㈱
ナ
カ
オ
カ
、
長
沼
毅
・
長
沼
商
事

㈱
、
中
村
達
宏
・
㈲
み
か
げ
石
材
、
西
本
秀

子
・
オ
フ
ィ
ス
に
し
も
と
、
福
田
正
和
・
行

政
書
士
福
田
義
彦
事
務
所
、
松
井
伸
輔
・
㈱

Ｋ—

ア
シ
ス
ト
、
松
本
周
子
・
㈱
金
融
財
務

研
究
所
、
森
昭
英
・
シ
ン
セ
イ
㈱
、
山
本
茂

樹
・
㈱
大
進
本
店
、
行
森
敦
史
・
㈲
行
森
商

店
、
渡
部
宏
康
・
㈱
サ
ン
ヨ
ー
、
㈱
広
島
銀

行
曙
支
店
・
大
州
支
店
・
銀
山
町
支
店
・
温

品
支
店
・
白
島
支
店
・
八
丁
堀
支
店
・
広
島

駅
北
口
支
店
・
広
島
東
支
店
・
戸
坂
支
店
・

本
店
営
業
部
・
三
川
町
支
店
、
広
島
信
用
金

庫
愛
宕
支
店
・
牛
田
支
店
・
八
丁
堀
支
店
・

広
島
駅
前
支
店
、
広
島
市
信
用
組
合
、
㈱
も

み
じ
銀
行
本
店
営
業
部

　
公
益
社
団
法
人
広
島
東
法
人
会

福
利
厚
生
制
度
推
進
功
績
者
表
彰
　

高
田
泰
典　

㈱
タ
カ
タ

田
中
秀
和　

田
中
電
機
工
業
㈱

野
坂
文
雄　

㈱
も
み
じ
銀
行

　

７
月
に
、
合
同
支
部
委
員
会
を
5
ブ
ロ
ッ

ク
で
開
催
し
、
会
員
増
強
の
実
際
の
活
動
方

法
が
支
部
長
を
中
心
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て
は
、地
区
役
員
、

青
年
部
会
員
、
女
性
部
会
員
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
良
い
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

協
力
依
頼
、
各
支
部
委
員
会
の
実
施
時
期
等

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

三
者
連
絡
協
議
会
の
開
催

支
部
委
員
会
の
開
催

流
川
支
部

東
部
支
部

光
支
部

戸
坂
支
部

竹
屋
支
部
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公
益
社
団
法
人
広
島
東
法
人
会
の
皆
様
方

に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
広
島
国
税

局
総
務
部
次
長
か
ら
参
り
ま
し
た
中
村
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

広
島
東
法
人
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日

頃
か
ら
税
務
行
政
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営

に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

広
島
東
法
人
会
は
、「
税
制
改
正
説
明
会
」、

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
な
ど

の
活
動
を
通
じ
た
税
の
啓
蒙
・
啓
発
活
動
、
幅

広
い
社
会
貢
献
事
業
及
び
会
員
の
皆
様
方
に

対
す
る
支
援
事
業
な
ど
多
彩
な
活
動
を
積
極

的
か
つ
継
続
的
に
展
開
さ
れ
、
地
域
社
会
の

発
展
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
数
々
の
意
義
あ
る

取
組
は
、
野
坂
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員

並
び
に
会
員
の
皆
様
方
の
献
身
的
な
ご
努
力

の
賜
物
と
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

特
に
、「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
・
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し
た「
企
業
の
税
務
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
た
め
の
取
組
み
」

は
、
企
業
の
内
部
統
制
面
や
経
理
面
の
質
的

向
上
に
向
け
た
非
常
に
意
義
の
あ
る
取
組
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
は
、
国
税
庁
の

使
命
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

国
税
当
局
に
お
き
ま
し
て
も
、「
適
正
か
つ

公
平
に
課
税
及
び
徴
収
の
実
現
」
と
い
う
国

税
庁
の
任
務
を
果
た
す
べ
く
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
任
務
を
達
成
す

る
に
は
、
私
ど
も
の
力
の
み
で
は
到
底
な
し

う
る
も
の
で
な
く
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
の
良

き
理
解
者
と
し
て
、
今
後
と
も
、
よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

法
人
会
活
動　

と
か
け
ま
し
て

　

ロ
ウ
ソ
ク　

と
解
き
ま
す

　

そ
の
こ
こ
ろ
は

　

わ
が
身
を
削
っ
て
世
の
中
を
明
る
く
し
ま
す

　

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
広
島
東
法
人
会

並
び
に
会
員
企
業
皆
様
方
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

役職 転入者 転出者
氏名 旧職名 氏名 新職名

署　長 中村　哲治 広島国税局�総務部次長 林田　文弘 退職
筆頭副署長 中須賀則之 福山税務署�筆頭副署長 岩﨑　信夫 三次税務署長

副署長 熊本　正道 国税庁�広報広聴官補佐 田上　真一 広島国税局�調査第四部門�
統括調査官

法人課税第一部門�
統括調査官 谷　　孝洋 広島国税局�課税総括課�

国際税務専門官 石原　一人 広島国税局�課税総括課�
総括主査

法人課税第三部門�
統括調査官 小南　雅彦 広島東税務署�管理運営第三部門�

統括徴収官 大野　峰代 広島南税務署�
法人課税第一部門�統括調査官

法人課税第四部門�
統括調査官 梅田　　珠 広島国税局�法人課税課�

主査 大土井秀樹 退職

法人課税第六部門�
統括調査官 山本　　薫 岡山西税務署�法人課税第五部門�

統括調査官 木本由紀夫 退職

国際税務専門官�
（法人税等） 伊藤　秀之 出雲税務署�

特別調査官（法人税等） 遠藤　正博 広島国税局�課税総括課�
国際税務専門官

情報技術専門官�
（法人税等） 本多賀雄 鳥取税務署�法人課税第二部門�

統括調査官 柳田　浩樹 岡山東税務署�
情報技術専門官（法人税等）

特別調査情報官 上本　茂美 福山税務署�法人課税第一部門�
統括調査官 篠原　　年 福山税務署�

特別調査官�（法人税等）

特別調査情報官 成智　次男 府中税務署�法人課税第一部門�
統括調査官 徳岡　徹弥 福山税務署�

審理専門官（法人課税）
審理専門官（法人課税）佐藤　勝哉 広島国税不服審判所�審査官 播磨　一彦 辞職
連絡調整官�
兼総括上席調査官 峰　　多恵 広島東税務署�法人課税第六部門�

上席調査官 元上　知幸 広島北税務署�
法人課税第二部門�統括調査官

広島東税務署人事異動

着
任
ご
あ
い
さ
つ

広
島
東
税
務
署

　
　
　
署
長

中
村
　
哲
治

国
税
庁
の
任
務
は
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
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去
る
6
月
14
日
に
広
島
商
工
会
議
所
に
お

い
て
「
平
成
28
年
度
税
制
改
正
説
明
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
は
3
部
構
成
で
、
第
1
部
は
広
島

東
税
務
署
法
人
課
税
部
門
播
磨
審
理
専
門
官

か
ら
法
人
税
・
消
費
税
関
係
の
改
正
点
に
つ

い
て
、
法
人
税
の
税
率
の
引
下
げ
、
減
価
償

却
資
産
の
償
却
方
法
の
見
直
し
な
ど
事
例
を

交
え
な
が
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
は
広
島
東
税
務
署
資
産
課
税
部
門

青
木
審
理
専
門
官
か
ら
資
産
税
関
係
の
改
正

点
に
つ
い
て
、
土
地
・
建
物
や
株
式
を
譲
渡

し
た
場
合
の
特
例
、
教
育
資
金
や
結
婚
・
子

育
て
資
金
の
一
括
贈
与
な
ど
の
詳
細
な
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
3
部
は
広
島
東
税
務
署
個
人
課
税
部
門

徳
本
上
席
国
税
調
査
官
か
ら
所
得
税
関
係
の

改
正
点
に
つ
い
て
、
土
地
・
住
宅
税
制
や
金

融
・
証
券
税
制
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

企
業
及
び
代
表
者
に
と
っ
て
、
重
要
な
改

正
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
参
加
者
は
熱
心
に
聴

い
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
法
人
会
で
は
、
毎
年
税
制
改
正
の

意
見
集
約
を
行
い
、
税
制
改
正
提
言
を
関
係

機
関
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
税
制
の
改
正

要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

税制改正説明会平 成
28年度

広島東税務署の専門官・調査官が説明

●
八
丁
堀
支
部

広
学
図
書
㈱

中
区
八
丁
堀
15—

6—

3
Ｆ�

広
島
ち
ゅ
う
ぎ
ん
ビ
ル

㈲
広
島
教
育
文
化
社　

中
区
八
丁
堀
15—

6

●
国
泰
寺
支
部

㈱
ナ
カ
ス
カ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

中
区
国
泰
寺
町
1—

3—

15�

や
し
ま
ビ
ル

㈱
Ｅ
・
Ｉ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

中
区
国
泰
寺
町
1—

3—

15�

や
し
ま
ビ
ル

●
新
天
地
支
部

谷
口
絢
治

�

中
区
堀
川
町
1—

29—

２
Ｆ�

パ
リ
ス
ビ
ル

�

鉄
板
場
こ
っ
か
ら

●
牛
田
支
部

吉
廣
雅
彦　

東
区
牛
田
早
稲
田
4—

7—

12—

808

●
広
島
圏
域

村
瀨
豊
弘　

安
佐
南
区
山
本
5—

73—

18

㈱
や
し
ま

中
区
国
泰
寺
町
1—

3—

15�

や
し
ま
ビ
ル

●
新
天
地
支
部

㈱
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ａ

中
区
堀
川
町
2—

5—

４
Ｆ�

第
2
マ
ツ
ヲ
ビ
ル

●
戸
坂
支
部

㈱
山
電　

東
区
戸
坂
出
江
1—

8—

13

㈲
中
国
新
聞　

戸
坂
販
売
所

東
区
戸
坂
出
江
1—

6—

19

●
牛
田
支
部

㈲
富
陽
工
務
店　

東
区
牛
田
東
3—
1—

11

●
広
島
圏
域

㈲
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｅ　

中
区
光
南
2—

16—
5

㈲
３
・
３
・
３　

中
区
堺
町
2—

1—

2

吉
田
工
業
㈱　

安
佐
南
区
祇
園
6—

12—

17

㈲
テ
ィ
ー
設
備

安
佐
北
区
安
佐
町
く
す
の
木
台
6—

32

●
東
部
支
部

㈲
弘
田
工
機　

東
区
矢
賀
新
町
5—

7—

８

㈱
日
本
ア
ロ
イ　

東
区
矢
賀
新
町
5—

7—

15

●
白
島
支
部

ス
リ
ー
ピ
ー
ス
㈱　

中
区
白
島
北
町
18—

４

●
八
丁
堀
支
部

ク
リ
ー
ン
ア
ー
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

�

中
区
上
八
丁
堀
7—

１

中
央
教
育
研
究
所
㈱　

中
区
八
丁
堀
15—

6

●
幟
支
部

㈱
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
も
ん　

広
島
店

�

中
区
幟
町
15—

10

●
中
町
支
部

㈱
日
立
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

中
区
中
町
6—

13

●
国
泰
寺
支
部

㈱
ウ
ィ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

中
区
国
泰
寺
町
1—

8—

28—

1002

正　
会　
員

準　
会　
員

賛
助
会
員

入 会 員 紹 介新 平成28年2月〜7月

青木審理専門官徳本調査官 播磨審理専門官
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第
26
回
通
常
総
会　

第
26
回
通
常
総
会　

松
井
部
会
長
２
年
目
ス
タ
ー
ト

　

平
成
28
年
２
月
24
日
、
租
税
教
室
活
動
報

告
会
を
開
催
さ
れ
、
本
年
度
に
行
わ
れ
た
租

税
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
、
振
り
返
り
を
し

ま
し
た
。

　

松
井
青
年
部
会
長
に
よ
る
挨
拶
、
参
加
者

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
の
説
明
、
参

加
者
の
感
想
、南
法
人
会
【
ラ
ッ
プ
だ
税
！
】

見
学
の
報
告
等
が
あ
り
、
そ
の
後
の
懇
親
会

で
は
各
委
員
会
か
ら
租
税
教
室
の
感
想
、
意

見
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
こ

れ
を
踏
ま
え
、
来
年
度
は
さ
ら
に
租
税
教
育

活
動
を
活
発
化
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
の
会
場
は
ア
レ
ア
レ
デ
ュ

ヴ
ァ
ン（
堀
川
町
）、参
加
者
は
25
名
で
し
た
。

（
青
年
部
会
組
織
委
員
長　

桒
田
博
正
）

活
動
報
告
と
意
見
交
換

　

３
月
８
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
に
て
、
広
島
県
青
年
の
集
い
が
県
内
全

16
単
位
会
よ
り
２
６
０
名
を
超
え
る
参
加
者

を
集
め
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
に
開
催
さ
れ
た
全
国
青
年
の
集

い
広
島
大
会
で
培
っ
た
県
内
の
青
年
部
会
の

連
携
を
今
後
も
継
統
し
て
い
こ
う
と
い
う
主

旨
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、野
坂
県
法
連
会
長
、

県
青
連
協
歴
代
会
長
を
始
め
、
当
会
か
ら
も

38
名
の
部
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

新
入
部
会
員

■
青
年
部
会

　

４
月
18
日
、
ホ
テ
ル
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ
広
島
に
お
い
て
、
第

1
回
理
事
会
に
引
き
続
き
第
26
回
通
常
総
会
を
広
島
東
税
務

署
長
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
出
席
を
頂
き
盛
大
に
開

催
。
議
案
は
次
の
5
議
案
で
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
1
号
議
案　

平
成
27
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
2
号
議
案　

平
成
27
年
度
決
算
報
告
承
認

　
　
　
　
　
　

及
び
監
査
報
告
に
関
す
る
件

第
3
号
議
案　

平
成
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）
承
認
の
件

第
4
号
議
案　

平
成
28
年
度
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件

第
5
号
議
案　

平
成
28
年
度
役
員
人
事
（
案
）
承
認
の
件

　

平
成
28
年
度
の
基
本
方
針
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
確
認
さ
れ
、

税
に
関
す
る
内
容
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
や
経
営
に
役
立
つ
支

援
事
業
を
今
ま
で
以
上
に
充
実
し
て
行
う
事
で
、
法
人
会
が

掲
げ
る
「
税
に
関
す
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
を
目
指
す

と
と
も
に
、租
税
教
育
活
動
を
筆
頭
事
業
と
し
て
取
り
組
む
。

▲松井部会長

開開
催催

28年度
スローガン 「一心 Bari Move On ‼」

〜おいでよ、広島東法人会に！〜

＜新任役員＞

永井　聡 組織副委員長 ㈱テイケイ西日本

松田哲也 厚生副委員長 ㈱広島マツダ

大野昌志 異業種交流副委員長 ㈱体育社

市
川　
　

弘�

㈲
ク
ラ
ウ
ン
・
エ
リ
ー
ト

久
保　

勝
豊�

㈱
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ａ

木
下　

涼
枝�

三
井
不
動
産
リ
ア
ル
テ
ィ
中
国
㈱

吉
田　

昌
弘�

吉
田
工
業
㈱

宮
本
絵
利
菜�

㈱
Ａ
Ｍ
Ｓ

谷
口　

絢
治�

鉄
板
場
こっ
か
ら

山
下　

哲
平�

㈱
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン

新
井　

政
彦�

㈱
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｅ

龍
本　

泰
幸�

㈱
ホ
ラ
イ
ズ
ン・ホ
テ
ル
ズ
広
島

�

ホ
テ
ル
事
業
所

租税教室活動
報 告 会

広
島
県
青
年
の
集
い

　

第
一
部
で
は
、
青
年
部
会
の
メ
イ
ン
活
動

で
あ
る
租
税
教
育
活
動
に
つ
い
て
の
発
表
を

中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
二
部
の
懇
親
会

で
は
受
託
３
社
の
推
進
員
52
名
の
方
々
も
参

加
さ
れ
、全
国
青
年
の
集
い
の
Ｐ
Ｒ
も
あ
り
、

大
い
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

（
青
年
部
会
組
織
委
員
長　

桒
田
博
正
）
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懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
交
流

　

３
月
18
日
、
広
島
県
を
代
表
す
る
タ
レ
ン

ト
と
し
て
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で
活
躍
さ
れ

て
お
ら
れ
る
松
本
裕
見
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
講
演
会
が
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
タ
レ
ン
ト
業
と
い
う
職
業
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
デ

ビ
ュ
ー
当
時
か
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
ひ
と

つ
の
番
組
を
創
り
上
げ
る
た
め
の
苦
労
話
な

ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
現

在
出
演
さ
れ
て
い
る
番
組
の
裏
側
の
お
話
な

ど
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
非
常
に
楽
し
く

ま
た
盛
り
上
が
り
の
あ
る
講
演
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
青
年
部
会
メ
ン
バ
ー
と
同
世
代

の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
更
に
活
躍

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
に
願
い
、
ま
た
松

本
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
、
終
始
和
や

か
な
ム
ー
ド
で
と
て
も
楽
し
い
例
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
青
年
部
会
異
業
種
交
流
委
員
長　

渡
部
宏
康
）

の
絶
え
な
い
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
交
流
が
深
ま

り
ま
し
た
。
結
果
の
方
は
、
ア
ー
ル
ジ
ェ
イ

㈱
の
川
村
さ
ん
が
優
勝
（
ア
ウ
ト
49
、
イ
ン

52
）。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

夜
の
懇
親
会
の
会
場
は
、
中
区
堀
川
町
の

「
ジ
ャ
バ
ル
・
ナ
カ
タ
ケ
」
と
い
う
当
委
員

会
の
小
嶋
さ
ん
の
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
お
店
。

　

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
景
品
が
当
た
る
な
ど
、

広
報
委
員
会
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
組
み
込
ま
れ

て
い
ま
し
て
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
も
今

回
か
ら
導
入
し
、
今
後
こ
の
会
が
よ
り
一
層

活
気
が
出
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
次
回
も
元
気
い
っ
ぱ
い
盛
り
上
が
っ
て

交
流
が
深
ま
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
青
年
部
会
広
報
副
委
員
長　

森
脇
一
隆
）

ま
す
。

　

松
井
部
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
笑
顔

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
配
属
委
員
会
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
・
名
刺
交
換
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
42
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
法

人
会
の
基
本
的
指
針
や
単
会
・
県
連
・
全
国

総
連
合
と
の
関
係
、
税
務
署
・
取
扱
保
険
会

社
三
社
と
の
関
係
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
配
属
委
員
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
各
委
員
会
に
つ
い
て
各
委
員
長
か
ら
、
活

動
風
景
を
映
像
で
綴
っ
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

も
使
っ
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
会
員
か
ら
は
、
会
の
成
り
立
ち
や
具

体
的
な
活
動
が
よ
く
わ
か
り
、
今
後
の
積
極

的
な
参
加
が
容
易
に
な
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

（
青
年
部
会
組
織
委
員　

岩
田
明
之
）

　

５
月
20
日
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島

に
て
青
年
部
会
５
月
例
会
：
新
入
会
員
オ
リ

　

６
月
25
日
、
青
年

部
会
の
懇
親
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
東
広
島
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
南

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
諸
先
輩
方

を
含
め
６
組
の
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。
天

候
は
曇
り
、
一
時
小

雨
も
あ
り
ま
し
た
が

プ
レ
ー
し
や
す
い
天

候
で
あ
っ
た
と
思
い

●３月例会
「タレント業という職業について」を演題に 松本裕見子さんが講演

●5月例会

新入会員・配属部会オリエンテーション

名刺交換会開
催

会の成り立ちや
具体的な活動
などを説明

多
彩
な
内
容
で
盛
り
上
が
っ
た
講
演

松本裕見子さんが講演
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６
月
21
日
、
女
性
部
会
と
の
合
同
例
会
と

し
て
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

に
て
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
Ｏ
Ｂ
吉
田
安

孝
氏
、
中
島
浩
司
氏
を
お
招
き
し
「
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
を
広
島
の
文
化
に
！
」
と
題
し
ご

講
演
、
ご
対
談
頂
き
ま
し
た
。

　
「
フ
ォ
ア
ザ
チ
ー
ム
」＆「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
」

精
神
の
浸
透
、今
西
イ
ズ
ム（
良
き
サ
ッ
カ
ー

選
手
で
あ
る
前
に
良
き
社
会
人
で
あ
れ
）
の

継
承
が
現
在
の
常
勝
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
を
築

き
上
げ
た
こ
と
、
ま
た
、
就
任
４
年
で
３
度

の
優
勝
に
導
く
森
保
監
督
の
采
配
（
感
動
を

与
え
る
サ
ッ
カ
ー
）
の
裏
話
、
ラ
ジ
オ
中
継

で
ご
自
身
が
解
説
さ
れ
た
臨
場
感
あ
る
話
な

ど
、
熱
く
語
る
吉
田
氏
に
58
名
の
出
席
者
は

釘
付
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
島
氏
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
る
ま

で
の
経
緯
と
選
手
時
代
の
実
体
験
を
語
っ
て

頂
き
、
吉
田
氏
と
の
対
談
で
は
、
旧
市
民
球

場
跡
地
へ
の
新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
へ
向
け
た

熱
い
想
い
で
盛
り
上
が
り
、
感
動
を
与
え
る

試
合
が
サ
ッ
カ
ー
に
興
味
の
な
い
人
も
巻
き

込
ん
だ
文
化
に
な
る
！
と
い
う
こ
と
も
興
味

深
く
拝
聴
、
両
氏
の
広
島
愛
を
感
じ
る
大
変

有
意
義
な
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
青
年
部
会
厚
生
委
員　

福
田
正
和
）

　

７
月
24
日
、
宇
品
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー

デ
ン
に
て
７
月
例
会
（
家
族
親
睦
会
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
異
業
種
交
流
委
員
会

主
催
で
会
員
同
士
の
さ
ら
な
る
交
流
を
目

的
に
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

会
は
、
松
井
部
会
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま

り
、
肉
や
野
菜
を
焼
き
な
が
ら
、
終
始
な

ご
や
か
な
ム
ー
ド
で
経
過
し
ま
し
た
。
中

締
め
の
後
に
は
隣
接
す
る
み
な
と
公
園
に

移
動
し
、
か
き
氷
や
す
い
か
割
り
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
等
の
催
し
で
非
常
に
楽
し
く
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
反

省
点
も
多
々
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、

会
員
家
族
を
含
め
た
有
益
な
時
間
を
持
て

た
こ
と
、
異
業
種
交
流
委
員
が
新
た
な
試

み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
こ
と
、
な
に
よ

り
＂
は
じ
め
の
一
歩
＂
を
踏
み
出
せ
た
こ

と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て
、
来
年
以

降
も
こ
の
家
族
例
会
が
定
期
的
に
開
催
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�（
青
年
部
会
異
業
種
交
流
副
委
員
長　

大
野
昌
志
）

　

８
月
５
日
に「
第
８
回
ナ
イ
タ
ー
観
戦
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
参
加
３
１
９
名
）。

今
年
は
「
新
井
選
手
の
２
０
０
０
本
安
打
」

「
黒
田
選
手
の
２
０
０
勝
」
が
達
成
さ
れ
、

残
る
「
25
年
ぶ
り
の
優
勝
」
が
懸
か
っ
た
特

別
な
想
い
の
観
戦
会
と
な
り
、
厚
生
委
員
に

よ
る
お
弁
当
配
り
に
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
試
合
は
、巨
人
と
の
首
位
攻
防
戦
。

會
澤
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
先
制
す
る
と
次

の
回
に
は
同
点
。
接
戦
を
繰
り
返
し
、
８
回

終
了
時
点
で
３
￨
３
の
同
点
。
ま
さ
に
シ
ー

ソ
ー
ゲ
ー
ム
。

　

そ
し
て
９
回
の
攻
防
、
坂
本
選
手
の
タ
イ

ム
リ
ー
な
ど
で
２
点
を
奪
わ
れ
ま
し
た
が
、

粘
り
を
見
せ
た
カ
ー
プ
！　

１
点
お
よ
ば
ず

の
惜
敗
も
驚
異
的
な
粘
り
に
優
勝
の
光
を
見

た
一
戦
で
し
た
。

　

皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
事
業
と
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
青
年
部
会
厚
生
副
委
員
長　

小
倉
孝
之
）

青
年
部
会
・
女
性
部
会

６
月
合
同
例
会

●７月例会
「家族親睦会」を開催

新
た
な
試
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

第
８
回
ナ
イ
タ
ー
観
戦
会

第
８
回
ナ
イ
タ
ー
観
戦
会

首
位
で
迎
え
た
大
一
番
！ 

惜
敗
の
中
に
光
あ
り
！

吉田安孝氏 中島浩司氏

サ
ン
フ
レ
Ｏ
Ｂ
が
講
演・対
談
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古
今
亭
菊
丸
氏「
落
語
会
」

各種事業の充実
 活発化をさらに促進

　

4
月
19
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

に
お
い
て
、
第
1
回
理
事
会
に
引
き
続
き
第

26
回
通
常
総
会
を
広
島
東
税
務
署
長
を
は
じ

め
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
出
席
を
頂
き
開
催
し

た
。

　

議
案
4
件
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
石

井
部
会
長
体
制
は
事
業
活
動
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。
議
案
は
次
の
と
お
り
。

第
1
号
議
案　

平
成
27
年
度
事
業
報
告
の
件

第
2
号
議
案　

平
成
27
年
度
決
算
報
告
承
認

及
び
監
査
報
告
に
関
す
る
件

第
3
号
議
案　

平
成
28
年
度
事
業
計
画（
案
）

承
認
の
件

第
4
号
議
案　

平
成
28
年
度
収
支
予
算（
案
）

承
認
の
件

　

本
年
度
の
事
業
は
、
講
演
会
を
通
じ
て
地

域
発
展
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
、「
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
募
集
を

積
極
的
に
行
い
応
募
作
品
の
増
加
に
つ
な
げ

る
こ
と
、
ま
た
全
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議

会
が
行
っ
て
い
る「
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
15
％
節
電
運
動
）
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

　

４
月
28
日
、
福
島
県
郡
山
市
に
お
い
て
大

会
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
心
ひ
と
つ
に
伝
え

よ
う　

繋
ご
う　

創
ろ
う　

福
島
か
ら
」
の

も
と
、
第
11
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
福
島
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
は
、

あ
の
東
北
大
震
災
の
時
に
は
避
難
所
に
も

な
っ
た
建
物
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

当
日
は
、
全
国
か
ら
１
、８
０
０
余
名
の

参
加
が
あ
り
、
私
達
東
法
人
会
女
性
部
会
か

ら
も
５
名
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
大
和

田
新
氏
の
講
演
で
す
。
地
元
で
は
＂
泣
か
せ

の
大
和
田
＂と
言
わ
れ
て
い
る
方
だ
そ
う
で
、

震
災
の
時
の
様
子
を
切
実
に
語
ら
れ
…
…
多

く
の
人
々
を
避
難
さ
せ
な
が
ら
、
自
ら
は
津

波
の
犠
牲
に
な
っ
た
高
校
生
の
お
話
に
は

皆
、
心
を
う
た
れ
、
涙
な
く
し
て
は
聞
く
こ

■
女
性
部
会

第
26
回
通
常
総
会

開
催　

女
性
部
会
で
は
、
昨
年
の
7
月
か
ら
広
島
市

の
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
「
四
季
の
花
プ
ラ
ン

タ
ー
設
置
事
業
」
に
協
賛
。
広
島
駅
前
大
橋
の

プ
ラ
ン
タ
ー
に
四
季
折
々
の
草
花
を
植
栽
し

て
、
市
民
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
い
る
。

広
島
市
の「
四
季
の
花

プ
ラ
ン
タ
ー
設
置
事
業
」に
協
賛

第
11
回
法
人
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
〈
福
島
県
郡
山
市
〉

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

式
典
で
は
、
福
島
県
の
各
地
域
の
女
性
部

会
の
活
動
報
告
が
あ
り
、
東
北
大
震
災
か
ら

の
復
興
途
上
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社

会
貢
献
事
業
に
邁
進
さ
れ
て
い
る
姿
に
、
頭

の
下
が
る
思
い
で
し
た
。

　

地
元
の
勇
壮
な
会
津
剣
舞
に
始
ま
っ
た
懇

親
会
で
は
、各
地
域
の
方
々
と
交
流
を
深
め
、

映
画
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
」
に
も
な
っ
た
ス
パ
リ

ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽

し
み
、
来
年
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
鹿
児
島

県
の
力
強
い
太
鼓
の
響
き
で
中
締
め
。
大
変

有
意
義
な
大
会
で
し
た
。

（
女
性
部
会
長　

石
井
智
子
）

涙なくして聞けなかった
東北大震災時のお話

〈社会貢献活動〉
四季の花でおもてなし

演
目　

「
時
そ
ば
」
他

日
時　

10
月
28
日
（
金
）　

午
後
2
時
開
演

場
所　
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

会
費　

２
０
０
０
円

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

お
知
ら
せ
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会員企業のお店紹介
PUB & KICHEN

REAL BEER STYLE
「GOLDEN GARDEN」

（ゴールデンガーデン）

【流川・胡通り】和食とスペインの創作料理
気軽に入れるバルレストラン

ジャバル ナカタケ
スペインの三ツ星レストランほか
各地で研鑽を重ねたシェフの店

随時種類が変わる樽生８種類
＋100種類以上のボトルビール

GG スライダーバーガー（ミニバーガー）…… 400円
特製ローストビーフ………………………… 1,300円
白南風さん（島根県出雲市）の
　　　スモークソーセージとベーコン…… 1,300円

本葛を使用した手作り胡麻豆腐…………… 500円
ジャバルサラダ……………………………… 1,000円
黒毛和牛ステーキ岡本再仕込み醤油…… 1,600円
※料金はすべて税別

GOLDEN GARDENは、WORLD BEERを中心に（随時種
類が変わる樽生８種類＋100種類以上のボトルビール）、
OBSCURA COFFEEさ ん プ ロ デ ュ ー ス のSPECIALITY 
COFFEEやWINE、オリジナルSLIDER BURGERや酒場ら
しいFOODがあるPUB & KITCHENです。楽しくワイワイ
していただける場として、お気軽にお立ち寄りいただける
と幸いです。

スペインの三ツ星レストランをはじめ、函館、東京で研鑽
を重ねた店主兼シェフ・中武 亮が、食材本来の素を生か
し、西欧のエッセンスを加えた創作料理をご提供します。
和洋のアラカルト、当日オーダー OKのコース、ワインや
日本酒・焼酎も豊富にご用意。歓送迎会やウェディング二
次会等のパーティープランもご用意しています。

名物メニュー

名物メニュー

■所  広島市中区堀川町1-32 コニービル2F
■営  18：00〜23：00（22：30ラストオーダー）
■休  日曜・祝日　　■☎  082-535-0200

■所  広島市中区新天地２−１２
　  濶久ビル（旧西豊ビル）1F＆2F
■営  16:00-25:00　　■休  不定休
■☎  082-248-2657

 WEB: http://golden-garden.tv
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マイナンバー制度の「法人番号」

有効に活用してますか？
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お
け
る
制
度
拡
充
（
ふ
る
さ
と
納
税
枠
の
倍

増
、
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制

度
の
創
設
）な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
い
う
名
の
と
お
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
は
地
方
間
格
差
や
過
疎
な
ど

に
よ
る
税
収
の
減
少
に
悩
む
自
治
体
に
対
し

て
の
格
差
是
正
を
推
進
す
る
た
め
、
都
市
部

に
住
む
人
た
ち
が
故
郷
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
理
由
等
に
よ
り
自
治
体
へ
の
寄
付
を
し
た

場
合
に
、
所
得
税
と
住
民
税
か
ら
税
額
控
除

す
る
と
い
う
形
で
、
税
収
の
移
管
が
行
わ
れ

る
と
い
う
趣
旨
の
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
実
質
２
、０
０
０
円

の
負
担
で
返
礼
品
が
も
ら
え
る
こ
と
が
寄
付

金
の
主
な
増
加
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
ど
の

自
治
体
に
寄
付
を
す
る
の
か
ど
う
か
は
故
郷

へ
の
愛
着
と
い
う
よ
り
も
返
礼
品
が
何
か
と

い
う
理
由
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
本
来
の
趣
旨
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
寄
付
を
受
け
た

自
治
体
に
あ
る
事
業
者
か
ら
返
礼
品
を
購
入

す
れ
ば
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
た

め
、
故
郷
で
は
な
く
て
も
地
方
へ
の
税
収
移

管
と
い
う
意
味
で
は
制
度
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
熊
本
が
地

震
に
よ
り
被
災
し
災
害
支
援
の
た
め
他
の
自

治
体
で
寄
付
を
受
け
入
れ
、
全
額
を
熊
本
へ

　

平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
27

年
1
月
1
日
以
降
、
自
己
負
担
額
の

２
、０
０
０
円
を
除
い
た
全
額
が
控
除
さ
れ

る
限
度
額
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
枠
」
が

約
2
倍
に
拡
充
さ
れ
、
ま
た
、
平
成
27
年
4

月
1
日
以
後
に
行
わ
れ
る
寄
付
に
つ
い
て
ふ

る
さ
と
納
税
を
行
う
自
治
体
の
数
が
5
団
体

以
内
で
あ
れ
ば
、
控
除
に
必
要
な
確
定
申
告

が
不
要
に
な
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

総
務
省
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
現
況

調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
２
０
１
５
年
度
の

寄
附
額
・
件
数
は
い
ず
れ
も
前
年
度
の
約
4

倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
寄
附
額
が
増
加
し
た

要
因
に
つ
い
て
、
返
礼
品
の
充
実
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
普
及
・
定
着
、
２
０
１
５
年
度
に

送
金
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
災
害
支
援

の
た
め
返
礼
品
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
寄
付
を

し
た
人
は
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
税
額
控
除

は
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
は
、
熊
本
が
直
接
ふ
る
さ
と
納
税

を
受
け
る
と
寄
附
金
受
領
証
明
書
の
発
行
等

の
事
務
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
寄
付
を
受
け
た
自
治
体
が
代
理
で
そ
の

事
務
手
続
き
を
引
き
受
け
る
と
い
う
趣
旨
で

行
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。
代
理
で
寄
付
を
受

け
た
自
治
体
は
、
以
前
被
災
し
た
際
に
寄
付

を
受
け
助
け
ら
れ
た
た
め
熊
本
に
支
援
す
る

こ
と
で
恩
返
し
を
し
た
い
等
の
理
由
か
ら

行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
制
定
時
に
は

考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
用
途
の
よ
う
で
す

が
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
も
義
捐
目
的
と

し
て
多
額
の
寄
付
が
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

利
用
し
て
な
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

広
く
普
及
し
て
き
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
で
す
が
、
本
来
の
趣
旨
と
大
き
く
か
け

離
れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
良
く
行
わ
れ
る
制

度
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

中国税理士会 広島東支部

坂
さか

井
い

　由
ゆ か

香

●

● ●
税
理
士
業
務
ア
ラ
カ
ル
ト

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

坂
井
由
香
税
理
士
事
務
所

〒
７
３
０–

０
０
１
４

広
島
市
中
区
上
幟
町
２–

44
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Ｓ
Ａ 
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０
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リ
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　　14� 第161号　　平成28年９月　　

4
月

　
　

7
㈭　

⃝県「
広
島
県
青
年
の
集
い
」事
業
報
告
会（
釜
飯
酔
心
本
店
）

　
　

26
㈫　

⃝県
監
事
会（
県
法
連
事
務
局
）

　
　

28
㈭　

⃝県
正
副
会
長
会（
二
葉
）

5
月

　
　

26
㈭　

⃝県
理
事
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

6
月

　
　

6
㈪　

⃝全
理
事
会（
帝
国
ホ
テ
ル
）

　
　

14
㈫　

⃝県
第
1
回
税
制
委
員
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

17
㈮　

⃝全
青
連
協
定
時
連
絡
協
議
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

20
㈪　

⃝県
第
4
回
通
常
総
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

24
㈮　

⃝県
青
連
協
第
1
回
理
事
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

27
㈪　

⃝県
女
連
協
第
1
回
理
事
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

7
月

　
　

22
㈮　

⃝全
広
報
委
員
会（
全
法
連
会
館
）

　
　

22
㈮　

⃝県
第
1
回
研
修
委
員
会（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
）

　
　

27
㈬　

⃝県
第
1
回
広
報
委
員
会（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
）

　
　

29
㈮　

⃝中
青
連
協
会
長
会
議（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

8
月

　
　

3
㈬　

⃝県
第
1
回
総
務
委
員
会（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
）

　
　

10
㈬　

⃝県
第
1
回
組
織
委
員
会（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
）

　
　

24
㈬　

⃝県
第
1
回
厚
生
委
員
会
及
び
福
利
厚
生
制
度
推
進
連
絡
協
議
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

4
月

　
　

12
㈫　

第
1
回
正
副
会
長
会（
も
み
じ
銀
行
本
店
）

　
　

14
㈭　
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
福
島
大
会（
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
）

　
　

18
㈪　

⃝県
第
1
回
理
事
会
・
第
26
回
通
常
総
会（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

　
　

19
㈫　

⃝女
第
1
回
理
事
会
・
第
26
回
通
常
総
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
）

　
　

20
㈬　

第
1
回
理
事
会（
広
島
商
工
会
議
所
）

　
　

27
㈬　

⃝青
第
1
回
組
織
委
員
会（
三
井
不
動
産
リ
ア
ル
テ
ィ
中
国
）

5
月

　
　

10
㈫　

新
入
会
員
研
修
会（
広
島
商
工
会
議
所
）

　
　

12
㈭　

⃝青
第
1
回
正
副
委
員
長
会（
大
同
生
命
）

　
　

16
㈪　

⃝青
第
1
回
広
報
委
員
会（
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ�

Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
）

　
　

17
㈫　

⃝青
租
税
教
室（
白
島
小
学
校
）

　
　

17
㈫　

⃝青
第
1
回
厚
生
委
員
会（
味
処�

英
）

　
　

20
㈮　

⃝青
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
）

　
　

20
㈮　

⃝青
5
月
例
会（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
）

6
月

　
　

1
㈬　

第
6
回
通
常
総
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

8
㈬　

⃝青
第
2
回
正
副
委
員
長
会（
大
同
生
命
）

　
　

10
㈮　

⃝青
第
1
回
異
業
種
交
流
委
員
会（
う
な
月
）

　
　

13
㈪　

⃝青
第
1
回
研
修
委
員
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

14
㈫　

税
制
改
正
説
明
会（
広
島
商
工
会
議
所
）

　
　

16
㈭　

⃝青
第
2
回
広
報
委
員
会（
ジ
ャ
バ
ル
・
ナ
カ
タ
ケ
）

　
　

21
㈫　

⃝青
⃝女
合
同
研
修
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

23
㈭　

三
者
連
絡
協
議
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

25
㈯　
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ（
東
広
島
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

　
　

28
㈫　

⃝青
第
2
回
組
織
委
員
会（
三
井
不
動
産
リ
ア
ル
テ
ィ
中
国
）

　
　

29
㈬　
第
1
回
中
山
支
部
委
員
会（
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

7
月

　
　

4
㈪　

第
1
回
広
報
委
員
会（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ヒ
ロ
デ
ン
）

　
　

5
㈫　
本
通
・
中
町
・
新
天
地
・
流
川
合
同
支
部
委
員
会（
三
井
ガ
ー
デ
ン
）

　
　

6
㈬　

⃝青
第
3
回
正
副
委
員
長
会（
大
同
生
命
）

　
　

12
㈫　
中
山
・
戸
坂
・
牛
田
合
同
支
部
委
員
会（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
広
島
）

　
　

13
㈬　
国
泰
寺
・
竹
屋
合
同
支
部
委
員
会（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
）

　
　

24
㈰　

⃝青
７
月
例
会（
宇
品
Ｂ
Ｂ
Ｑ
ガ
ー
デ
ン
）

　
　

26
㈫　
東
部
・
光
・
駅
前
・
大
州
合
同
支
部
委
員
会（
ア
ー
ク
）

　
　

27
㈬　

⃝青
第
2
回
研
修
委
員
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

29
㈮　
白
島
・
基
町
・
八
丁
堀
・
幟
合
同
支
部
委
員
会（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

8
月

　
　

5
㈮　

ナ
イ
タ
ー
観
戦
会（
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
）

　
　

10
㈬　

第
1
回
研
修
委
員
会（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
広
島
）

　
　

22
㈪　

第
2
回
広
報
委
員
会（
事
務
局
）

　
　

22
㈪　

⃝青
第
4
回
正
副
委
員
長
会（
大
同
生
命
）

　
　

26
㈮　

⃝女
第
1
回
役
員
会（
事
務
局
）

　
　

29
㈪　

⃝青
第
3
回
研
修
委
員
会（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

　
　

30
㈫　

第
1
回
厚
生
委
員
会（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

日
録

広
島
東
法
人
会
報
（
第
１
６
１
号
）

２
０
１
６
年
９
月
発
行

発
行
所　

公
益
社
団
法
人�

広
島
東
法
人
会

〒
７
３
０–

０
０
１
２　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
３–

９
山
本
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
８
２
）２
２
３–

０
１
７
９

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
８
２
）２
２
３–

４
５
８
５

m
ail

：higasiho@
iris.ocn.ne.jp

U
RL

：http://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/hiroshim
ahigashi/

印　

刷　

株
式
会
社�

中　

本　

本　

店

《
編
集
後
記
》

●�

危
う
く
熱
中
症
に
な
り
か
け
た
。
妻
の
助
言
で
日
傘
を
購

入
。
実
に
具
合
が
よ
い
。
自
分
が
気
に
す
る
程
他
人
は
見

て
い
な
い
こ
と
も
立
証
で
き
た
。�

（
下
畠
）

●�� —
�

齋
藤
孝
著
「
経
営
の
視
点
」
よ
り
抜
粋� —

　
　
　
　

「
一
人
二
役
」
で
視
野
を
広
げ
よ
う
。
柔
軟
な
発
想
が
出

来
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
対
話
」
だ
。
一
人
で
思
考
す

る
時
に
も
脳
内
で
「
対
話
」
を
繰
返
す
事
が
発
想
の
ヒ
ン

ト
に
つ
な
が
る
。�

（
世
良
）

■事
■務
■局
■だ
■よ
■り

■全
■法
■連
■・
■中
■法
■連
■・
■県
■法
■連
■だ
■よ
■り

9
月
6
㈫　

⃝青
租
税
教
室（
牛
田
新
町
小
学
校
）

　
　

9
㈮　
全
国
青
年
の
集
い
北
海
道
大
会（
旭
川
大
雪
ア
リ
ー
ナ
）

　
　

12
㈪　

⃝県
県
下
事
務
局
長
会
議（
大
同
生
命
）

　
　

13
㈫　

⃝青
第
3
回
組
織
委
員
会（
三
井
不
動
産
リ
ア
ル
テ
ィ
中
国
）

　
　

15
㈭　

第
2
回
正
副
会
長
会（
も
み
じ
銀
行
本
店
）

　
　

24
㈯　

⃝青
第
2
回
異
業
種
交
流
委
員
会（
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ�

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
）

　
　

27
㈫　

⃝中
第
41
回
定
期
総
会（
リ
ー
ガ
）

　
　

28
㈬　

第
１
回
総
務
委
員
会（
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
）

10
月
3
㈪　

第
2
回
理
事
会（
広
島
商
工
会
議
所
）

　
　

20
㈭　

全
国
大
会（
長
崎
大
会
）（
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
）

　
　

28
㈮　

⃝女
古
今
亭
菊
丸
氏�

落
語
会（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

　
　

29
㈯　

⃝青
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ンペ
交
流
会（
鷹
の
巣
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）

季
間
予
報


